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異人の 赍 した 文學 

(一) 河内 里； 一 沖 右、 由川爲^^?。 此里之 田 不.， 敷 下，； 苗 一力 所 M 以然， 者、 住 吉大神 上 坐 之 時、 食-於 此村？  0. 從祌 等、 入^^ 

置 草 解散 爲. 坐。 爾. 時 草 主 大患 訴 -I 於大 神； 判-云 汝田苗 者、 必雖. 不. 敷. 草、 ^fes^ 故、 其 村 田 于レ今 不レ 敷， 草 作-苗代？ 

(潘磨 風土記) 

(二) 復 有，， 兄 磯城 軍？ 布 U 滿於磐 余邑？ fil; 賊慮 所. 據、 皆是 要害 之 地。 故 道路 絕塞 無. 處. 可. 通。 天皇 惡之。 是夜自 祈 而寢。 夢 有" 

天神 訓， 之 曰、 宜 P 天 香具 山 社中 土-  ll。SJf 。以 造- > 天， 平 八十 枚- lif" 。- 幷造 一； 嚴き 而敬 n 祭 天神地祇， 11^1 。き-亦 爲こ嚴 

i 儿詛？ 如" 此 則虞自 平伏 矣。 i|g お f!i も 天皇！ & 承 夢訓ハ 依 以將に 付。 時 弟 猾又奏 曰、 俊國 礎城邑 有：， 磯城 八十 梟 帥 S- 又、 高 尾 張 

邑 II  一  §』 有-赤銅 八十 梟 帥？ 此類皆 欲&; U 天皇 一 距戰： J 臣竊爲  >  天皇 ， 憂 之。 宜今 當联二 天， 香 山.^ 植； 以 造，， 天平 而 祭-天 社國社 

之 神： 然後擊 ，>虜 則 易. 除 也。 天皇 旣以- 夢辭， 爲 n 吉兆？ 及：， 聞 二 弟猾之 言？ 益 喜 n 於懷？ 乃 使マ椎 根津彥 著-弊衣 服 及 蓑 笠； 爲 * 老父 

貌 ^ 又 使， -弟猾 被， 箕爲 U 老 S: 貌； 而勅之 曰、 宜汝 二人 到-天 番山； 潛 其嶺 土？ 而 可- 1 來旋， 矣。 基 業 成否、 當以ぉ 爲苫。 努力 

io 是時、 虜 兵滿. 路 難-以往 還？ 時 椎根津 彥乃祈 之 曰、 我皇當 ョ能定 &國， 者、 行路 自通。 如 不レ能 者、 賊必 防禦。 言訖徑 去。 

時群虜 見-: 二人？ 大咲之 曰。 大醜乎 gl。Jil ゾ老 父老 Ii。 則 相 與闢レ 道使レ 行。 二人 得 其 山； 联レ土 來歸、 於レ是 天皇 甚悅。 乃 

お- - 此植； 造 n 作 八十 平 . 天 手 抉 八十 枚：" K 寸餒き 而陟 ：， 于丹生 川上？ 用 祭： 一 天神地祇？ 則 於-彼 菟田川 之 朝 原； 臂如. 水沫， 

而有 咒奢， 也。 (神武 紀) 

(三) 故大國 主神、 坐 n 出 雲 之 御大 之 御前， 時、 自>| 波穗： 乘 n 天 之羅摩 船， 而。 內&鵝 皮， 剝爲 U 衣服： 有-; 歸來 神？ 爾 雖，. 問-: 其 名： 不 

レ荅。 且雖. 問-: 所： >從 之 諸 神 「 皆 白.. 不， 知。 爾多邇 具久白 言、 |§ マ I 此 者久延 ffi^ 古必知 之。 卽 召- i 久延 ai^ 古， 間 時、 荅 -1 白、 此者神 

產巢曰 神 之 御子、 少名^^}£1那神？ お I ゾ 故爾 白， --上於> 神產巢 曰御胆 命？ 者 苍下吿 此者實 我 子 也。 於-, 子 之 中？ 自 M 我 手 俣， 久岐斯 子 

1 異人の 菊した 文學  lil 


日本 文 學の發 生  四 

也。 鼓 故 與"： 汝葷原 fejit 男 命； 爲 兄弟 而、 作 I 其國 ^ 故 P 爾、 大穴 牟遲與 ふノ名 33 古那， 一 一 柱 神、 相 並、 作 堅 此國。 然 後者。 

其少名 古 S 者。 度. 于-; 常世 國， 也。 故額；白其少名3^4^=那神ハ 所謂 久延 35 古 者、 於- > 今 者-山 田 之 曾 富 勝者 也。 此神 者、 足雖， 

不行； 盡二知 天下 之 事， 神 也。 於 是大國 主神 愁而、 吿 T 吾 獨 何 能 得 M 作 此國？ 孰 神 與吾能 相， い 作 此國， 耶。 是時 有， 光 I 海、 依來之 神？ 

其 神 言、 能； 洽我 前-者、 吾 能 共與相 作成。 若 不：. 然者、 國難. 成。 爾大國 主神 曰、 然者、 治 奉之狀 奈何。 苍， -, 言 吾 者 il,:h^s. っ于 

倭 之 靑垣東 山上？ 此者 坐，； 御 諸 山上， 神 也。 (神代 記) 

救^り なく ある 類型の ほんの 一 例と して、 右の 三 極の 文献 を 引い て、 我々 の國の 文學の 歷史の 話の 出 發點を 作って 

見ようと E 心 ふ。 我々 の 住む 國土 に 對 して、 他界が 考 へられ、 其處の 生活様式が、 すべて、 此 土の 事情と 正 反對の 形な 

る ものと 考 へて ゐた。 北ハ最 著し いのは、 我々 の 祖先が、 起原 をつ くった と考 へ て ゐる文 そのものが、 その 祖先 自身 

の 時代に は、 それが 悉く  i や-想の 彼岸の 所產 であると、 考 へられて ゐ たこと であった。 この 彼此 兩岸國 土の 消 ij^ を 通じ 

る こと を 役と する 者が 考 へられ、 其 青す 詞章が、 後々、 文舉 となるべき 初めの ことばな のであった。 週期 的に、 この 

國を訪 づれる ことによって、 この 世の 舂を 廻らし、 更に 天地の 元に 還す， 異人、 又は 其來る こと 珍なる が 故に、 ， ま.^ び I 

とと 一一 一一 c はれた も の であ る。 異人の 窗す 詞章が 宣 せられ ると 共に、 そ の 詞章の 威力 —— それに 含まれて ゐ る發 一一 一一 n 者の 靈 

力の 信仰が 變 形した ところの I -に 依って、 かう した 威力 を 持つ ものと 信じられた 爲に、 長く 保持せられ、 次第に 分 

化して、 結局 文學 意識 を 生じる に 至った の だ。 

扨、 その 異人の 住む とせられた 彼岸の 國は、 我々 の 族の 古語で は、 すべて：， 177^ HI 常世 又は 常 夜 II と稱 せら 

れてゐ た。 その 常世なる 他界 は、 完全に 此 土の 生活 を 了へ た 人々 の 魂が 集中 I. 所謂 „5 わ. 3 11 して 生きて ゐる、 と 

信じられて ゐた。 さう して、 此 常^と 幾分 遠った 方向に 岐れて 行った と 思 はれる 夜 見の 國に、 f もが ガ を考 へた 如く、 


さう した 魂のう ちに、 最 威力 ある もの をも考 へて ゐた 様で ある。 而も、 對照 的に 思惟し、 發想 する 靡から して、 二つ 

の對 立した ものと 考へ、 それが 祖先で ある 爲に、 考妣ー 對の靈 と 思 はれる 様に もな つた。 更に、 彼土にぁる幾^^^の魂 

が、 その 威靈の 指導に 從 つて、 此國 r 群 行し 來 たる ものと も考 へて ゐた。 だから、 異人 は 他界の 威靈 であると 考 へた 

ものが、 唯 生活 方法が 遠 ふ 外に、 我々 と 共通の 精祌を 持った 神聖な 生き物と しての、 ひとと も考 へられた。 叉 ある 地 

方、 或は 或 時代に は、 多く 神と 信じられ、 常世 神と も稱 せられる 様になった。 この 様に、 異人に 對 する 考へ は、 極め 

て 自由で、 邑落に 依って 一致し ない 部分の 多かった ことが 思 はれる。 だが、 さう した 整頓せられ ない 敏々 な 形 を恣に 

考 へる こと は、 却って 正確な 知識 を捉 へる ことの 出来ない こと だから、 姑く、 記. 紀. 風土記の 援 W 文に 见 えた 代表 

的な 姿に 括め て說 かねば ならぬ。 

この 三種の 様式の まれび との 信仰 は、 多くの 古典の みか、 後代 久しく、 巾に は 今に 至る まで、 一;!^g? 傅 承に 其 姿 をと 

•  - , 力， ノ 

どめて ゐる。 古事記の 例 を 見る と、 靈 物と 威 靈と 二通りの 形に、 一 つの Jh ぬ 向 を俾へ わけた 跡 を 見せて ゐる。 仏 1 段 後段 

に、 Igw 關係を 示す 形 をと つて ゐ るが、 實はー つ 事の 語り 分けに 過ぎない。 而も n 本紀 では、 これ を單 なる 海原 を 照 

し來る 光り物、 卽、 外来 魂と して 取り扱って ゐる。 此點に 於いて は、 極めて 都合よ く、 まれび と觀 念の 種々 な 過程 を 

說 明した ものと 言へ る。 第二の 日本 紀の 例で 見る と、 異人の 旅 は、 如何なる： e 落 を も、 障碍な しに 通過す る ことの 出 

來た事 を 示して ゐる。 更に、 男性の 祖靈の 形が 椎根 津彥 であり、 弟猾は 祖靈の 女性なる もの —— 兄 滑との 對 照から 

性と 見て 來てゐ るの は 誤りで、 當然 この 傅への 出来る 訣が あるの だ 11 として、 ー對 のまれび との 形 を 見せて ゐる。 

そして、 考妣 ニ體の 神が 咒詛 にあ づ かる 點をも 具へ てゐ る。 播磨 風土記 を 見る と、 この 例 は 極めて 多い が、 共 巾の 一 

つ を 引いた ので、 最適 切に、 彼岸の 國 土から 農村 行事の 時 を 定めて、 ー體の 中-神 及び 其に 作 ふ 群行祌 のあった こと を、 
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更に 傅說 化して ゐ るの だ。 而も、 赛の 訪れから 分化した、 苗代 時の 来臨 を 示して ゐる處 に 注意せ ねばならぬ。 

かう した 常世. まれ 、ルと  1 及び 此 土の 生活の 關聯 した 例 は、 数へ きれない 程 だが、 その 合理化 を 經た結 菜、 多く は、 

最道大 なまれび との 職分に 關 する 條件を 言 ひ 落して ゐる ものが 多い。 異人の！！ した 詞章が、 この 民 埃の 文學的 發足點 

をつ くった こと を、 此 から 述べようと 思 ふ。 卽、 常^も の k 隨ー たる 咒詞唱 文に 就いての 物語で ある。 

第一 に 明かに して 置かなければ ならな いのは、 異人 は、 して 異人で あるか、 と 云 ふ 事で ある。 一一 一一 n ふまで もな く、 

さう した 信仰 を 持つ 邑落 生活の 間に 傳統 せられた 一 極の 儀禮 執行 者に 過ぎない。 この 行動 傅 承 を 失った ものが、 歷史 

化して 行く 一方、 行動ば かり を傳 へた もの は、 演劇 • 相撲. 射禮 など を 分 出して 行った。 その 行動 傳 承に 關與 する も 

の は、 卽、 此 土の 人間で 或 期間の 神祕 生活 を 積んだ 人々 であった。 卽、 主神と なる 者 は、 邑落の 主長で ある こと も あ 

り、 又宗敎 上の 宿老であった 事 も ある。 更に 其 常世 神に 伴 はれる 多くの 群 行 神 は、 此聖役 を 勤める ことに 依って、 成 

年戒を 經る訣 であった。 さう して、 其 行事の 中心 は、 咒 詞を傳 承し 記憶 を 新に させる ことにあった。 而も 其 詞章 は、 

天地の 元、 國の 元から 傳 はって ゐる、 と 信ぜられた 一方、 次第に 無意識の 變化 改寬を 加へ て、 幾多の 形 を 分化した。 

又 季節 毎に 異人の 來訪を 欲する 心が、 週期 を 頻繁に した。 その都度、 扮 装した 神 及び 伴 神が 現れて、 土地の 精 靈に降 

服 起請 を强 ひるの が詞 の內容 であった。 此が卽 こと，^ d で、 後^の 所謂い ひ.^ I-E  * 唱和 及び 行動 傅 承と しての 歌 垣の 

はじめに 當る。 この こと ひに 應 へない 形式から，：^ 17： ^の— 竭 §.— 後 の 癘見藝 —が 起つ て來、 更に、 口 を 開いて 應 へる 

形— もどき 藝 I が 出来て 来る。 この 兩 様の 咒詞 が-; 一 つ は 所謂 祝詞と 稱 せられる もの、 原型で あり、 應 へる 側の もの 

が壽 詞と稱 する、 種族 . 邑落の 威靈の 征服者に 奉る と 云った 意味の 壽詞— 賀詞 I となって 行った ので ある。 

この 咒詞 が、 常世の 國 から 將 来せられ、 此 土の ものと なった と 考へ變 へられて 行く 様になった。 が、 その 威力の 源 


は、 常世に あると いふ 記憶 を 失はなかった 證據は ある。 のろ ふ (咒) が、 もと 宣言で あり、 同時に 精 靈に對 する 咒詛 

であった のが、 咒詛の 一 面に 偏して 行った のと 同じ 動き を 見せて ゐる 語に、 ：vJ77 ぶ I  (詛) なる 語が ある。 その 語根^ 

こ は、 尠くとも とこよの 語根と 共通す る もので あり、 又 さぅ考 へられて ゐ たこと も事賁 だ。 つまり、 宜首. 咒詛兩 方 

面に、 常世の 威靈が 活動した こと を 示す の だ。 更に、 祝詞 を 創始した 神と して 傳 はる 思 载ノ神 は、 枕詞 系統の 讚美 詞を 

添へ た 形で、 八 意 田ん 兼.^ 神、 叉 常世， 思兼ノ 神と 稱 へられて ゐた。 八 意 は咒詞 の數の 限定 せられて ゐた 時代に、 一 つの も 

の を 以て 幾つかに 融通した 爲、 一詞 章であって 數 種の 義を 持ち 具へ て ゐる事 を 欲した 爲の 名で ある。 さう した 事の 行 

はれる の は、 一 に 常世の 威靈 による ものと せられた。 で、 この 神の 冠詞と して、 常世なる 語 をつ けたので ある。 かう 

いふ 宣詞 とも 名づ くべき もの、 古い 形が、 今 R では 痕跡 も殘 布して ゐ ない。 非常な 分化 を 遂げた 後の もので、 而も 其 

用途 さへ 著しく 變 化した^ 詞 から 演 綠 して 來る 外に、 方法 はない。 だが 其 も、 { 旦詞 及び 咒詞の 幾 種類 か を 比較して 見 

る ことによって、 或點 まで は 確め る ことが 出來 るので ある。 

二 

宮廷 及び 邑落の 生活 

r キヅミ .flv..- トァ メノシ クシ ロス ャ マト  ス >  ーフガ ーフ マト 

(一〕 明 神 御 宇 日本 ノ 天皇 詔 旨、 一 f 之^- お 云々 咸聞。 

明 神 御宇 天皇 詔 旨 マお 云 々咸 聞。 

ト  才ホ ヤシ マケニ  が ラ マト 

明 神 御- -a 于) 大 八洲-天皇 詔 旨、 lll-fs* 日讀 々咸 聞。 Q 上、 公式 令、 詔書 式リ 

ニー) 八月 甲子 朔、 受：， 禪卽， 位。 庚 辰 詔 曰、 現 御 神 止 大八島 K 所 知 皇 大命お 麻 大 iSf …：. (績 紀、 文武 元年〕 

二  .：； 呂廷 及び 邑落の 生 七 
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(三) 一 一月 甲 午 朔戊申 天皇 幸宮 東門 使 蘇 我 右大臣 詔 曰 明 神 御宇 en 本 倭 根子 天皇 詔 ；… .(大 化 一 一年 紀) 

詔 曰、 明神大 八洲 所 知 倭 根子 天皇 大命 滅麻 宣 大命 乎 …： (寶字 元年 七月 紀) 

(四) 大日 本 根子 彥國牽 天皇、 大日 本 根子 彥太瑾 天皇 太子 也。 天皇 以， 一大 曰 本 根子 彥太瓊 天皇 三十 六 年 春 正月， 立 爲：， 皇太子， …… 

七十 六 年 春 二月、 大日 本 根子 彥太瓊 天皇 崩。 (孝 元紀) 

日本 根子 天津 豐國 成姬 天皇、 少名 阿閉 皇女 …… (元 明 紀) 

日本 根子 高瑞 淨足姬 天皇、 日竝知 皇子 食 之 皇女 也。 (元 正紀) 

宮廷に 於け る 咒詞も 此徑路 を 踏んで 發 達して ゐ るので、 令義 解の 解說 11 細字の 部分 11 は、 必 しも 古い 形 を說明 

して はゐ ない。 確に 富へば、 此詔詞 が 最適 切に 用 ゐられ る 場合 は、 卽 位式拉 びに 元旦 朝賀の 時で ある。 御代の 初め 

ノ の 宣言 を 行 はせられ た 卽位式 は、 古く は大嘗 祭と 一 っ儀禮 である。 一 方、 元旦 は 言 ふまで もな く 年の 初め だ。 卽、 御 

一代 一度の 行事が、 一年 一度の 行事と 一 つ だ、 と考 へられた 事 を 示して ゐる。 而も、 外 蕃に對 しての 關心を 持たない 

時代の 詔詞 は、 大倭 根子 天皇なる 御 資格 を 以て、 大儀 鱧を宣 せられた の だ。 其で r 大俊 根子 …… 天 皇」 と 謂った 御諡 

を 持 たれた 御 方々 がお ありになる 訣だ。 詔詞の 始めに 据 ゑた 御 資格が、 御 生涯 を掩ふ 御稱號 となった ので ある。 

古代 日本の 生活 は、 必 しも その 一番 大きな 生活様式 であると ころの、 宮廷の 様式 だけ を 論じて すま 十 わけに は ゆか 

ぬ。 各 邑落に 小さいながら も、 同じ 様式の 生活が あつたと 見る 事が 出來 る。 斷 つて かねば ならな いのは、 言 ふまで 

もな く 邑落 • 種挨 によって は、 全く 遠った 生活様式 も あるの だけれ ども、 だんく 上の 生活 を模 做して 來る。 此が、 

われく 民挨の 古代 生活に 於け る、 一 つの 生活 原理な の だ。 だから、 宮廷の 生活 は、 或點 まで 總 ての 贵 族-邑落の 君 

主と； 1： 樣 だと 言 ふこと が 出来る。 其 立ち 場に 立って 言うて ゆけば、 話が 非常に 簡單に 進んで ゆく。 宮廷 生活に 依って、 


民^の 生活が 見られる と共に、 邑落の 生活から、 逆に、 宮廷の 生活の 古風 を考 へる ことが 出來 る。 

邑落の 生活、 或は 後々 の 貴族の 生活で 見る と、 異人に なって 來る者 は、 多く 其 家の 主人であった。 其 を 接待す る 役 

は、 其 人に 最 血族 關係 深く、 咒カを 持つ 女性が 主として 勤めて ゐた。 處が、 日本の 神道， に 於いて は、 女性の 奉仕者 を 

原則と する もの k 上に、 更に、 家長 を 加へ たもの が 段々 ある。 其で 宮廷に 於いて は、 齢な くと も 天子 は、 大祭の 際に 

は.^—？ J であり、 あるじで あると 云 ふ 矛盾した 而も 重大な 立ち 場に 立 たれる。 此が 宮廷に 於け る 主上が、 祝詞 を發 

せられる 根本の 理由 だ。 だから、 祭事に 參與 する 宮廷の 高級 巫女 は、 主上の 御代 役 4- して ゐる 方面 も ある。 

其 宮廷の 祭に 於いても、 中； 上が 人々 の 上に 臨んで 宣布 せられる 詞章 は、 元の 代に、 一度 來 臨した 尊い まれび との 發 

言せられ た、 と 信じられて 來 たもの なので ある。 其が、 *1 が 進み、 社會 事情が 複雜 になる につれ て、 大同小異の 幾 種 

類 かの 咒詞を 分化して 來る。 併しながら、 其 一番 初めの ものに 近い 形と 考 へられて ゐ るの は、 詔書 式に 兒 えた 朝拜の 

詔詞 よりない。 而も 恐らく、 此が 主上の み躬づ から 發 せられる 詞章と して、 斷篇 化して 殘っ たものと 思 はれる。 共 他 

の詞 は、 宫廷 神人で、 主上の 御代 役 をした 神主が、 代宜 する ことにな つて 行った。 延喜 式の 祝詞 11 此が 現在 残って 

ゐる 最古い 祝詞の 一 群 を 含んで ゐ る， とい ふ點に 誤り はない が、 其 全體拉 びに、 ！：{； 光した 一 部分す らも、 われ/ \ に 

はそんな に 古い もの だと は 思へ ない。 唯、 其 中には、 古い 種も存 して ゐ ると 言へ る だけ だ。 其が、 われ/ \ に とって、 

古い 咒詞 を考 へる 唯一 の 手が i りで ある ，：—— によると、 中臣 祝詞と、 齋部 祝詞の 二種 類の 區分 を考 へて ゐ たの は 明ら 

か だが、 其 性質から 見る と、 平安朝に 近づく に從 つて、 中臣の 掌る 祝詞 は、 天子の 代宣 なる 形 を 見せて 來、 齋 部の 祝 

詞は、 天子に 奏上す る 精靈の 側の 詞章から、 だん/ \變 化して 來た 跡が 見える。 而も、 例外 は あるが、 屮： として 俾來 

の 古いと いふ 條件を 示す 「天つ 祝詞」 と 言 ふ 語 は、 齋部 祝詞に 屬 する ものに 見えて ゐる。 さすれば、 祝詞に 關 する^ 

せ 3^1 及び 33 落の 生 九 
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仰.. S ま は、 延喜 式の もの は、 非常に 變 化した 形 だと 云 はねば ならぬ。 だから、 われ/. \ が 祝詞 を 研究す るに は、 現 

存の 材料 を 考察す る だけで は、 結局 無駄な 努力に なって しま ふの だ。 

三 

中 語 者の 職分 

時 天照大神 誨-- 倭姬命 i 曰、 是、 神風 伊勢 國則、 常世 之 浪ノ重 浪歸國 也。 傍國^ 怜國 也。 欲 fes-- 是國？ 故隨 n 大神敎 -其祠 立-; 於^ 

勢國？ 因 興， 齋 宮于 五十鈴川 上？ 是謂」 磯宮； - 則 天照大神 始自 天降 之處 也。 (垂 仁紀) 

祌と人 問との 間に 立って 物を言 ふ、 後世の 所謂 中 語 に 當る 職分 を して ゐ た 人た ちに は、 齡 くと も 二通りの 形の あつ 

たこと が考 へられる。 宮廷の 尊貴な 女性で は、 中 天 皇と 巾して ゐる。 卽、 祌と 神の 御子なる 中； 上との §1 に 立って、 

語 をば 持つ 御 方と する の だ。 其から 神なる 人、 主上と 人 §1 との に 立って、 同じ 爲事 をす るの が、 所謂 屮っ 臣、 卽、 

中臣 である。 而も、 此中臣 も 意味 廣く、 一  氏族 だけの 職でなかった のが、 後に 藤 原 氏 を 分 出した 屮臣ー 族 だけ を考へ 

る 様になつ だら しい。 屮 臣の爲 事が、 昔から それほど 高い 地位 を 占めて ゐ たか、 齋 部と は 比較に なら， ぬ 程 重い もの だ 

つた かと 云 ふに、 必し もさう は 言へ ない ので ある。 尤、 後世の 齋部 氏の 反撥 的な 主張 は、 古語 拾 遣 其 自身で 見ても、 

歷 史に對 して 無理 會な、 意味の ない 運動で あつたが、 古く 溯れば、 中臣 氏の 職分と さう 判然たる 展刖 があった とも 思 

はれない。 

神と 中； 上との 間に、 中 介 者の あった こと は 述べて 來た。 と 同時に、 生 上が 神と 人 問との 問に 立って、 中 語の 御 役 ITS 


をな された 事も考 へられる。 其 は、 みこと もちと 云 ふ 語に よって 知れる。 ー體 みこと もち は、 古い 文獻に は、 旣に地 

方宫の 高等な 者、 京官の 下級の 者な ど を 示す ことにな つて、 宰 • 大 夫の 字面 を 用 ゐてゐ るの が 普通 だ。 が、 其 はみ こ 

ともち の 用語 例が、 低い 方に ii 定 した 爲で、 元は 上から 下まで 次第々々 に 中 語の 役目 を 勤める ことが、 宫 吏の 職で あ 

つた 爲、 總べ て をみ こと もちと 稱 した。 其 一 番 適切な 證據を 示す もの は、 日本 紀だ。 尊 . 命と 一 一様に 書き分けて ゐる 

が、 みことと 云 ふ 語 は、 こと もちの 慣用から 來た 略語で ある。 各階 級に つて 言うた からの 展^で ある。 だから、 

み I ことなる 語 は、 神から 天子 及び 其 以下の 貴族にまで 附 くこと になって ゐ るの だ。 卽、 其最 明らかな の は、 皇子の 場 

合に 窺 はれる。 天子の 御代 役 を 勤められる * 謂 は 攝 政の 位置に 居られる 方に は 、特別に 皇子， 尊と 稱 へて ゐた。 此は、 

他の みことと、 稍、 語の 內容が 遠 ひ、 皇子に して 天つ 神の き ともち と 云 ふこと である。 

日の 皇子の 爲の 皇子 尊よりも、 更に 高く 位せられる のが、 すめら みことで おありな される 0  ことが 此 世に 

降臨せられ ると 云 ふこと は、 天神の 仰せ を此 土の 精靈 たちに 傅へ、 其 效果を 擧げる こと を 期せられ るの だ。 だから、 

正確に 信仰 上の 事實 として 云へば、 春 天降られた 日の 御子が、 初春の みこと をみ こと もって、 扨、 秋に 至って、 みこ 

ともった 事の 結 raK の覆奏 をな される。 其 目的が 次第に 固定して 來て、 田の なり 物の 爲 にせられ ると 云った 形になる。 

此還奏 が、 卽、 ， まつる と 云 ふ 語の 最古の 意義で ある。 ..^TJ,:^ に 叶った 結 を 御 示しす る 事 だ。 唯、 此， ま は、 天神 

と 關係を 持って ゐる 行事で、 極めて 古い 傳來を 尊重した 結 rar 共 行動と 傳 承の 言語と を 別に 考 へる 様になった。 普通 

默 上物と する からの 祭りと は 別な 內容を 持つ と考 へ、 區训 する 爲に 政と 稱 して ゐる。 覆 奏詞を ま をす 俄 だから、 ぉヌ 

りごと と 一一 一一 c ひ慣 したわけ だ。 すべて、 古い 信仰 上の 語で 言へば、 食國 政の 一 つに 歸 する。 だから、 われ/ \ の國で 

は、 まつり. まつり ご，^ と 云 ふ 語 は、 根本に 於いて 經濟 的な 意識 を 離れて はない。 
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n の 御子が 代り 替 りに 此 土に 下られる の も、 實は、 食 國政を 行 はれる 爲 に過ぎないの であった。 ^、 日の 御子の 御 

職分と して は、 色々 の 聖- なる 行事の あった こと は考 へられる が、 其す ベて を こめて、 食國 政と 云 ふ 立場から 解決して 

ゐ たの は、 事實 だ。 此政 をせられ るの だから、 主上、 卽、 天つ 神の みこと もちで いらっしゃる。 主上 御自身が { 一：： 一布せ 

られる 食國 政に 關 する 詞章 は、 恐らく 極めて 數の少 いものだった のが、 次第に 數を增 し、 段々 對 象が 精靈. 魂から 人 

間に 移って 行った 爲に、 主上の 使 はれる 傳宜 者に は、 宮廷に 仕へ て ゐる祌 人 を 用ゐら れる棵 になった。 卽、 みこと も 

ちの 遞下 する 原 H が、 こ、 に出來 たわけ だ。 其で、 後 I に 於いても 尙 さう であった 楼に、 くと も、 其 詞を發 して ゐ 

る il は、 最初の 發言 者と 同格の、 尊い 傳 達者と 同じ 資格 を 持って ゐる 車になる の だ。 だから、 詞章に よって、 共 人の 

社會 的の 地位 も 高まった の だ。 中臣の 神主 も、 主上の 傳宜を 常にした 爲に、 次第に 其 位置 を 高めて 來た訣 だ。 宮廷に 

おける 神 中： は、 中： 上 御躬ら でなくて はならない のに、 これ を 祌キ： と稱 する 様になった。 齋 部の 場合 も、 大體 おなじ 過 

程が 考 へられる。 其 外、 中 臣*齋 部 以外に も、 天つ 神； r びに 天子の wdl と を 持つ 家々 のあった 事は考 へられる。 卽、 

其 家の 傅來の 職業に 關 する 咒詞 で、 天子から 仰せられなければ ならぬ もの を、 其 M 長 或は 族長から 富 ふ 様になる の だ ( 

共が 同時に、 それらの 所謂 伴， 造が、 山の 部お を 率ゐる 原因になる の だ。 其 も 亦 かう した 古代から 家々 に俾承 せら 

れた詞 によって 生す ると ころの 力で あつたの だ。 其 一番 新しい 變 化した もの を考 へて 見れば、 奈良 朝に 近づく と、 元 

來咒詞 を 用 ゐる所 を、 北 ハ咒詞 の 中の 要 部た る 歌 を 以て 代へ る 風が 盛んになって 來 た" 

かう 言 ふ 古代 生活の 糾織を 最後まで 持ち こたへ てゐ たの は、 もの ト ふの 階級で ある。 而も、 われく に考 へられる 

さう した 様式の 最後の 生活 者た る 大伴家 持の 作った 物に は、 宮廷の 御 趣意 を 族 人 或は 部下に 傳 へる 積り で 作った 長歌 

が ある。 その -例は 次章に 擧げ る。 繰り返して 一 W ふと、 天子が みこと もちで いらせられる 事の 外に、 宮廷の 職員と し 


て、 中 臣*齋 部が 後世まで 其 俤を殘 した こと は、 旣に 述べた が、 その外に 更に、 部 曲々 々に 就いて、 さう した 意味の 

みこと もちた る 宰領 を 奉じて ゐ たと 言 ふこと が 出来る。 顯に 見えて ゐ る事實 を擧げ ると、 安 *r 連の 祖大 濱- 宿， が、 

諸 地方の 海 部の 訕咙 (さはめ き？) を 平げ た木緣 によって、 海 部 を 管理す る 家筋と なった。 共で、 海 部の 宰と稱 へヒ 

とい ふ。 . 

かう して、 第一 次の 發言者 を 主上と する みこと もちの 用語 例が、 樣々 に岐 れて來 る。 つまり、 北 ハ傅來 のみこと に 依 

つて、 其 家の 社會的 地位 は 動かない の だ。 處が、 此咒詞 が 世を遂 うて 次第に 變 化し、 獨立 すると 同時に、 みこと もち 

の咒詞 としての 意義 は 忘れて、 其家獨 自に發 生した もの だ、 と考 へる 様になる。 其が 更に、 叙事詩 化して、 其 極 族の 

歷史 - 職業 M 體の歷 史と云 ふ 風に なって 來る。 共 一 例と して 次の 章 を 書いて 見 度い。 

四 

もの、 ふの 咒術 

夏 四月 甲 午朔。 天皇 幸-東大寺？ 御-慮 舍那佛 像 前 殿； 北面 對，， 像。 皇后 太子 並 侍焉。 群臣 百 寮 及士庶 分，. 頭 行 n 列 殿 後？ 勑 遣，， 左 

大臣 橘宿彌 諸兄-白 レ怫。 三寶乃 奴 止 仕 塞-流 H< 皇繊 命 盧舍 1 像 能 大前仁 奏賜 I 奏久。 此大 lii 國者天 ^ 開歡 ョず來 S 黄金 * 人國 ま 

殿 言 波 M 斯地者 無 物 止 念 ^ 流 聞 看 食 國中能 東方 陸 奥 國守從 五位 上 百 濟王敬 福 部内 少田 郡に 黄金 11« 奏ュ 獻。 此. タ聞食 驚 伎 

悅 t 念 g 廬舍 那佛乃 慈 賜 a 福瞻 賜物 W 有 止 念 £ 受賜 a. 恐 K 戴 持、 百官 乃 人 等 率 天 禮拜仕 奉 事！ a 挂 畏三 寶乃 大前 S 恐 lat 恐 I 奏 

賜 I ス 奏。」 從 三位 中 務卿石 上 朝臣 乙 麻 呂宣。 現 神 御宇 倭 根子 天皇 詔旨宣 大命 親王 諸 王諸臣 百官 人 等 天下 公民 衆 聞 食 宜。 高 犬 

原 W 天降 坐 之 天皇 御世 * 始天 中 今 W 至 ， 天皇 御世 天 曰嗣高 御座 S 坐.. 1 治 賜せ 惠赐來 流 食國 天下 乃 業 滅奈 祌奈我 良. * 所 念 行 § 

西 もの \ ふ の咒術  .  一三 
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宣 大命 衆 聞 食宣。 加久 治賜& 惠賜來 流 天 曰嗣乃 業 止、 今皇朕 御世せ 當-ュ 坐 者、 天地 乃 心 ほ 勞 _8 重 S  0^ 恐 * 坐 * 聞 食 食國乃 東 

方 陸 奥國乃 小 田 M 金 出 在 化 奏" - 進 糊 …… 中略 …… 又 大伴佐 伯 病 波 常 * 云画久 天皇 朝 守 仕 奉事顴 I 人 等 W 阿 鰭お 汝 I 如 祖^ * 

一： ム來久 海 行 * 美豆久 屍。 山 行お 草牟須 屍。 王 乃 幣倾も 死 米。 能杼 1 不死 止 云來流 人 等 I 奈 聞 召 55。 是： ：？ 遠 天皇 御 始 气 今 朕 

御佌 W 當 " 内 兵 止 心 遣 s。 故 是以子 波 祖乃 心 成 t 子 1 可在此 心： 小 失お 明 心以ュ 仕 奉 II 氏 男女 幷." 一 一， 「治 賜 * … 

…下略 …… (糗 日本 紀、 聖 武紀) 

賀， 一 陸奥國 出， 金 詔書 _哥 一 首幷 短歌 

葦原 能 美 豆 保國乎 安麻 久太利 之 良 志 賣之家 流 ！ S 賣呂 伎能 神 乃 美 許 等 能、 御代 可 佐禰、 天 乃 日 嗣等之 良 志久流 伎 美 能 御代 

御代 之 伎 麻 世 流 四方 國爾 波、 山河 乎 比呂美 安 都 美 等、 多 旦麻豆 流 御調 寶波、 可 蘇 倍 衣受、 都久之 毛可禰 都。 之 加醴騰 母， 吾 

大王 能 毛 呂比登 乎 伊 射 奈比多 麻 比、 善事 乎 波 自米多 麻 比 utr 久我禰 可 毛 多能 之氣久 安良 牟登 於 母 保 之 旦、 之 多 奈夜麻 鎖爾、 

鶴 鳴 東 國能美 知能 久乃小 田 在 山爾、 金 有 等 麻 宇 之 多 麻 敝禮、 御 心 乎 安吉 良 米 多 麻 比、 天地 乃 神 安比 宇豆柰 比、 皇御祖 乃御靈 

多 須氣ド 二、 遠 代 爾可可 虽之許 登 乎。 朕 御代 爾 安良 波 之 Ki 安禮 婆、 御 食 國波左 可 延牟物 能 等、 可 牟柰我 良 於 毛 保 之賣之 a、 毛 能 

乃 布 能 八十 伴 雄 乎、 麻 都呂倍 乃牟氣 乃麻爾 麻爾、 老人 毛 女童兒 毛、 之 我 願 心太 良 比爾、 撫賜治 賜 婆、 許 己 乎 之 母 安 夜 爾多敷 刀 

美、 宇 禮之家 久伊余 與於母 比り；、 大伴能 遠 都 神 祖乃其 名 乎 婆、 大來目 主 登 於 比 母 知 互、 都 加 倍 之官。 海 行者 美都久 屍。 山 行者 

草牟須 屍。 大 皇乃敝 W 許 曾 死 米。 可 弊 里 見 波 勢 自等許 等 太 91、 大夫乃 伎 欲 吉彼名 乎、 伊 爾之敝 欲 伊 麻 乃 乎 追 通爾、 柰我 佐敝流 

於 夜 能 子等 毛 曾。 大伴等 佐 伯 氏 者、 人祖 乃 立 流辭立 人 子 者祖名 不絕、 大君 爾麻 都呂布 物 能 等 伊比 都雅 流 許 等 能 都 可 佐 曾。 

梓弓 手 爾等里 母 知 且、 叙 大刀 許 之 爾等里 波 伎、 安佐 麻 毛 利 由 布 能 麻 毛利爾 大王 能 三門 乃 麻 毛 利 和禮乎 於吉； IT; 且比等 波 安良 

自等、 伊 夜 多， 0: 於 毛 比 之 麻 左 流。 大皇乃 御言 能 左 吉乃聞 者 貴 美 

(反 歌) 大夫 能、 許 已呂於 毛 保 由。 於 保 伎 美 能 美 許 登 能 佐 吉乎聞 者 多 布 刀 美 


大伴能 等 保 追 可 牟於夜 能 於 久都奇 波、 之 流 久之米 多 底。 比 等 能 之 流倍久 

須寶呂 伎能 御代 佐 可 延牟等 阿 頭 麻奈流 美 知能 久夜 麻爾， 金 花佐久 

天平 感寶 元年 五月 十二 日。 於-越 中國守 館-犬 伴 宿 1 家 持 作 之。 (萬 葉 集、 卷 十八) 

朝 * 開レ門 夕お 閉 h.^、 參入罷 出 人名 平 問 所 知 志、 咎過在 I …… (御門 祭。 祝詞 式) 

の k ふの^ 語 例に は、 大和 宮廷の 溯れる 限り 古い 時代から、 近代までの 所謂 武家なる もの を、 完全に 含んで ゐる 

と考 へられて ゐる。 處が、 もの k ふなる 語が ある 時代に 飛躍して、 內容 が變化 をして 了って ゐる 事に、 注意し ないで 

居る ので ある。 卽、 平安朝 中期 以後 階級 的に 認められて 來 たもの k ふ は、 實は語 自身 旣に 擬古 的で、 內 容は變 化して 

了って ゐる。 其で、 其 以後の 武家に 關 した 知識 を 以てして は、 最近い 平安の 宮廷 武官の 生活に 對 して すら、 理會の 出 

來 ない ところが 多い。 

虚心 平 氣な、 文獻 による 研究 は、 平安朝の 生活に 思 ひがけない 古代が 保存せられ、 印象 せられて ゐる 事に 心 付く 答 

である。 家常 茶 叙と して、 特に 傳 へる 必要 を 感じなかった 古代 生活が、 奈良朝 以前の 記錄に 漏れて 來た 理由 は、 ^^.-へ 

難くない。 唯、 其が、 たまく 平安朝に 引繼 がれて、 固定して おして ゐた 部分の、 特殊な 取り扱 ひ を 受けねば ならぬ 

程、 變 つた 様式と 考へ 出される の だ。 其が 却って、 近代から は、 其 時代に 始まった 爲に、 文默に a- え 出した と考 へら 

れて ゐる樣 だ。 だが、 さう した 考へ こそ、 すべての 歷史觀 に 立つ 舉 問から、 取り除 けられねば ならぬ もの だ。 こ、 に 

は 其 一 つと して、 ， なの びに おん，. 巧ち， めにつ い て說 かう と 思 ふ。 

もの k ふ は 宮廷 竝 びに 公式の 祭 時に 當 つて、 音樂. 舞踊， 卽、 古代の 語で 云へば、 神 遊びに 屬 する ものに 深い 關係を 

四 もの、 ふの i 儿術  一 五 
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持って ゐる。 原则 として、 宫廷 武官 二 ハ衞府 の 官人其 他が 關 係す る訣 である。 而も、 それらの 巾の 指導者と 言 ふべき 

もの を、 もの X ふしと 稱 へて ゐる。 同時に 此 語が、 曲節な ど 云 ふ 意義 を もって ゐ なかった 事 は 明らか だ。 必 、もの— い 

ふ を 根幹と して ゐる語 だと 云 ふ見當 に、 誤りが あるまい。 王朝 中期 以後 次第に 京都に 勢力 を 得た 武士 は、 もと 大番と 

して、 或は 贵 挨の隨 身と して、 召された ものな ので ある。 この 様に 宮廷 や 公家の 附覉 であった ものが、 武官の 所 場と 

して、 其 主人が 隨勢を 得る に從 つて、 位置 を 高めて 來 たわけ だ。 其 主君と 言 ふべき もの は、 王 氏で、 古代 以來の もの 

i ふの 形式 を 襲いだ のが 多かった。 此 等の 古代の もの i ふの 職分に は、 深く 咒 術に i る 所があった。 啓へば、 ものい， 

Y は汎稱 で、 其中最 有力な もの， - ベが、 固有名詞 化する 程 認められて、 所謂 物 部 連 を 形づくった 訣だ。 從 つて、 北ハ他 

にも、 せ を 異にする 物 部が 非常に 多かった。 其爲に 自然の 差別が 行 はれて、 物 部 氏に 對 して、 もの 、ふと 云 ふ 昔韵の 

分化した 語が 行 はれる 樣 になった の だ。 もの \ ふの 義を 含んだ 物 部に は、 時代々々 の 隆替が あって、 その 第一 等に 位 

する 物 部 は、 必 しも 同 一 氏 を 意味して ゐ なかった。 最古い 物 部 は、 所謂 久米氏 を 指して ゐた様 だ。 其が 文獻 時代に 榮 

えて 來た所 IS 物 部 氏の 專 有に 歸 して 後、 更に 數 次の 變化を 重ねて、 大伴 氏が、 物 部の 最上の 様な 形 をと る 事に なった 

の だ。 

宮廷に 於け る もの、 ふに は、 尙、 後 I 王 氏の 配下と なった 武家の 源流と 見るべき ものが ある。 必し ももの の 家 

家に 附屬 する もので なく、 個々 训々 に發 生した ものと 見る 事が 出来る。 卽、 神話 を 基礎と する 傳統 から 離れた、 別 様 

の もの \ ふ である。 所謂 舍 人が 此だ。 國 家の 舊 傅から 見ても、 すべての もの \ ふ は、 實は 高天原 以来の 聖職で はなく、 

神 及び 神なる 人が、 此 土に 於いて 征服な された 部族の、 咒術 及び 其 威力の 根元た る 成靈を 以て、 奉仕せ しめられた 事 

から 始まって ゐ るの は、 寨實 だ。 歷史 から 見れば、 物 部 氏の 祖神 を饒速 日乂叩 だと 說 いて、 もと 天つ 神の 御子 だと 說明 


して ゐ るが、 物 部 氏 Q 被征？ J 有で ある 享 は事實 だ。 更に 久米 氏の 祖先に しても、 亦此 と混亂 重複して 說 かれて ゐ るた 

伴 氏の 趣 先にしても、 古代に 於け る 合理化の 部分 を 取り除けば、 歸 服した 部：^ だ、 と 言 ふ 事が 出来る。 さう いふ 從 S 

を 誓って、 宮廷 を 護衛し、 主上の 健康 を 保持しょう とする 咒術を もつ てゐる ものが もの \ ベ なので ある。 

もの、 ベの ものが、 靈魂 である ことに は 疑問 はない。 更に われ/ \ が 云 はう とする 物語— 叙事詩— なる 語が、 や は 

り靈 魂の 感染で あるら しい。 祝詞 ゃ宣 命に 現れる 物 知なる 語 も、 精霊の 意志 を判斷 する 人と 云 ふ 事で ある。 其 ものの 

利用のう ち、 强ぃ靈 魂 を 所持す る 部族が 其 威力 を 持って、 来り 襲 ふ 他の 種族の 守護霊 を驅逐 する 職が、 もの」 ベと 言 

ふ 事になる の だ。 さう した ものの 信仰が 最大 切に 考 へられて、 專、 其に 關 した 聖職 を 物 部が 窣仕 する、 と考 へられる 

樣に なった と 見ねば ならぬ。 

"の 、ベ の文舉 に關與 して ゐる 側から 云 ふと、 物 部 氏の 複 姓なる 石へ 上に 附靄 した 咒術 は、 古代に 於け る 各 極の 鎖 魂 

法のう ち、 最 重く 見られる 害の 長い 傳統 と、 名高い 本 緣とを 持って ゐ たの だ。 さう して、 其鎭 魂に 伴 ふ 歌が、 叙事詩 

に對 する 咒詞と 同じ 意味の 新しい 形であった。 世に 傳る ところの 鎭魂歌 は、 大體に 於いて、 石.' 上 系統の ものと a てよ 

からう が、 尙 若干の 疑問が ある。 古い 鎭魂 歌の 替へ 歌と も稱 すべき ものが 處々 に 散見して ゐる。 

虎に のり 古家 を 越えて、 靑 淵に ii 龍と り 来む 缀 大刀 もが 「境 部 王 詠 數首物 歌」 (萬 葉) 

かう した 一種の 創作 も、 平安朝まで 残って 鎮魂 歌 11 卽、 祌樂 歌の 替へ歌 —— として 用 ゐ られ た， 

石， 上 ふるや をと この 大刀 もがな。 くみの を垂で > -、 宮路通 はむ (拾遺) 

の 歌を參 照す ると、 時代 は 前後して ゐ るに 拘ら す、 - 方に は遙 かに 古い 形が 殘り、 他方に は 其 非常に 變 化した 姿 を 出 

すと 云った、 民間 傳 承の 特異性 を 示して ゐる。 其と 共に、 萬 葉の 歌が 拾遺の 歌に よって、 稍原意を迎る^5*が出來さぅ 

q もの、 ふの 咒術  一七 
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だ。 

是にニ 嬪恒に 歎きて H く、 悲しき かも、 吾が 兄の 王、 いづく に 行きけ むと。 天皇、 其 歎き を 聞きて、 問 ひて 曰く、 汝、 何ぞ歎 

ける と。 對 へて 曰く、 妾が 兄. 鷲 住 王、 爲人、 强 カ輕捷 なり" 是 によりて、 li り 八尋屋 を馳せ 越えて 遊行し、 旣に多 曰 を經て 

面 言す る こと を 得ず。 故に 歎く のみ …… (履 仲 a) 

同時に、 ぶる の咒 術から 導かれた ふるやなる， 語が、 更に 一方に は、 八尋屋 ふい ふ 風に 誇張 せられて ゐた 事が 察せられ 

る。 前に 舉 げた 三つの 例 は、 密接に 接いて ゐ るので ない が、 此等 によって 見ても、 鎮魂の 歌 や 化： 章 曲が、 いろ/ ヽに 

岐れて 行く 筋道 は考 へられる。 而も 物 部の 表面に 現 はれた 一番 大切な 爲事 は、 宫 門 を 守る ことであった。 共が 推し 擴 

げられ て宮垣 二 呂苑を 守る ことになる。 其に 對 して、 新しく 宮中に 人った 舍人 系統の もの k ふ は、 —— 其 机 織から 見 

れば、 さう 言へ ないだら うが —— 宮殿の 上に 侍した、 と 言 ふ 差^が あるの だ。 此が 平安の 宮廷 其 他の 御所に、 種々 な 

名目の 武官が 居る ことにな つた 理由 だ。 大體に 於いて、 此ニ 種類の ものが、 衞」 肘の 人々 になる ので ある。 

舍人 のこと は 姑く おいて、 もの k ふの 最後に 深い 印象 を 留めた 大伴氏 は、 其名稱 自身が、 宫 1： を 意味して ゐた。 從 

つて 其 守護の 紀念 として 殘 つた ものが、 平安京の 應天 門で ある。 此が、 普通 正門と 考 へられて ゐる朱 雀 門と 同じ 意義 

の黄複 した もの だ。 

ゆぎ かくる 伴 緒 ひろき お ほと もに、 國榮 えむ と、 月 は 照る らし (詠 月。 萬 葉 集) 

所謂 大伴鬥 (朱 雀鬥) に 月の さして ゐる 有様 を、 讚美 詞に 移した ものである と共に、 大伴氏 自身に 關 係の 深い 歌 だと 

言 ふこと は 明らかで ある。 

萬 葉集卷 丘に ある 憶 良の 「令， 反，, 惑 情 一 歌」 (祌龜 五 年 作 か) の 如き も、 聖武 天皇の 詔詞 を飜譯 した ものた る こと は 


月ら か だ。 其と！； じ 系統で、 更に そのな り 立ち を 明らかにして ゐる もの は、 大伴家 持の r 賀 n 陸奥國 出金 詔書 一 歌」 で 

ある。 卽、 同年の 宣 命と 割り符 を 合せる 様になって ゐる。 恐らく 此 時代に は、 詔 詞が發 せられる と、 族長. 國宰の 人 

によ、 かう した 形式で、 己が 部下に 傳 達した ものと 思 はれる。 其と 同時に、 その 氏-固の 特殊な 歷史と 結びつけて 表 

す 風が あつたの である。 かう 云 ふ考へ 方から、 萬 葉の 長歌 を 見て ゆく と、 其 本来の 意味の はっきりして 來る 物が、 も 

つと あるかと 思 ふ。 古いと ころで 云っても、 藤 原 奠都の 時の 役 民 歌" 御井 歌な ど は、 咒詞の 飜譯と 言 ふことの 出来る 

ものである。 或は 旣に、 咒詞 なくして、 長歌ば かりが その 用に 製作され てゐ たか も 知れない。 殊に 「藤原，御i^ノ歌」 

に 至って は、 宫地 讚美の 歌で は あるが、 根本に 於いて 東西南北の 鬥 讚美の 形 をと つて ゐる點 に、 注意 を 要する。 

もの、 ふの 普通の ffl 語 例に は 人って 来ない 部族に 於いても、 場合によって、 もの、 ふの 職に 當る ことがあつ たらし 

い。 猿 女 氏の 男が 宮廷の 守 衞に當 つたり する 場合が それで ある。 

所謂 齋部 祝詞の 中、 御門 祭の 祝詞の 如き は、 かなり 後世 風な 發想法 を 交じへ てゐ るが、 此 から 推して 窺へ るの は、 

必、 古く、 物 部に よって 同じ 系統の 咒詞が 用 ゐられ て ゐた事 だ。 この 稍 古式 を殘 して ゐる詞 に 於いて すら、 「相 ひ U 會 

たま ふこと なく……」 と あるの を 見れば、 相手の 口誦す る咒詞 にう ち 負け、 うち 勝つ こと を 問題に して ゐた 事が 訣る ( 

後々 まで も、 「物 ひ」 なる 語が、 さう した 言語 詞章の 上に 輸贏 を爭 うた あと を 示して ゐる。 宮 門に 於い て 人 を 改める 

時に、 かう した 咒詞 のかけ あ ひの あった ことが 思 はれる。 又、 神武 天皇， 饒 速日ノ 命の 祌寶 比べの 物語 は、 其に 先行し 

てゐる 咒詞の 存在 を 思 はせ る。 單に 天神から 雙 方に 授與 せられた 弓矢の 符合した と 云 ふだけ ではなく、 宮廷 を 守る 靈 

音 を liv- 弓矢の 大きさ、 質の 同じ ものであった こと を 主題と した、 叙事 的な 咒詞 があった の だら う。 だから、 もの" 

ふの 中心 勢力が 變り、 弓矢の 用材が 變 つても、 依然として 同じ 部族 • 同じ 兵器の 名を傳 へる^ 慣が出 來て來 たの だ 
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.§5、 饒. 《-In/、 叩の 物語 は、 物 部の 宮廷 を 守る 聖職の 本緣を 説いた もの、 卽、 其靈カ を說き 示す ものな ので ある。 だから、 

赛 えらびの 場合に も、 もの、 ふが 其 主君の 爲に、 中 介の 詞を發 した 様 だ。 此名吿 りの 物 評 ひに 雷 ひ 勝つ 事が、 其 主の 

妻 を める ことになる。 一方 物靜ひ は、 戰爭を も 意味して ゐる。 單 なる 口 諍 ひ 以外に、 相 乎の 女性  各 邑落の 高級 

巫女- ？奉 化する 威靈 との 爭鬪を 行ふ訣 だ。 其 爲に譬 へば、 播磨 風土記に 殊に 多い Ef^ 祌、 女神の 結婚に 關 する 俾說 

が 残った 訣だ。 求婚に 隨伴 する 名 りの 式が、 戰爭？ ？始の 必浪條 件と して 後世まで 殘 つた。 此威 靈^ 士？ 名 半" りに 勝 

つか 食け るか^、 戰爭 全體の 運命に 關 はる ものと 信じて ゐ たの だ。 物 部の 爲事を 遂行す るに は、 條件 として 咒 詞が必 

要であった。 だから、 當然 八十 氏と 汎稱 せられた 物 部た ち は、 咒詞拉 びに 其 分化した 叙事詩 を傳 承す る ことが、 各 氏 

の 威力 を 保持す る 所以で もあった の だ。 

B5、 一方 舍 人に 就いて 一一 一一 n へば、 此は 臨時 奉仕の 意味 を もった 召 人で ある。 原則的に は、 住 期 滿了後 其 木^に 歸り、 

或は 宮廷の 指令に よって、 他鄕に 赴く こと もあった。 さう して、 大舍人 部なる 部. S を 各地に 残した。 概して 云へば、 

大舍人 部 は" 日" 或は 日 1^ 部と 相關聯 して^り、 輕日. - 天候 . 祈 年の 事 を 司る と共に、 其に 絡んだ 咒 詞を宜 布した 迹 

が 見える。 ず I さの の 夭つ， 5^ を 中心としての 神話 は、 殊に、 此 等の 部 曲ん の稱 へた 天つ 祝詞の、 叙事詩 化した も 

の だ、 と 見られる。 舍 人の 意義 は 乎 安 朝に 至って 變化 はして 來てゐ るが、 其で も舍人 特有の 文舉 が附隨 して ゐ たこと 

は 明らか だ。 卽、 風俗 歌 を 奉る 形式と なって 殘 つたのから 見る と、 其 本贯に 於け る咒詞 、叙事詩の 類 を 宮廷の 骸禮に 

稱 へて、 主上 を 祝福した 事が 窺 はれる。 平安 宮廷の 歌合せの 原と なり、 而も 形式 化して 殘 つた 歌 會始の 式 を 見ても、 

舍人 と共に、 女の 召 人なる 采 女が 中心と なって ゐた 事が 思 はれる。 

采 女に 就いては、 巫女の 生活の 條 にも 詳しく述べる ことね 出来まい から、 簡 mi に 要 點を云 ふ。 職分 及び 北 ハ由來 不明 


な采 部と 稱 する もの も、 亦 解任 後の 采女を 中心とした 圑體 で、 同時に 宮廷から 傳 へた 咒詞， 敍事 詩に よって、 其咒ハ 

を 以て 地方の 邑落 を 化導して 行った もの だ。 譬 へば、 雄 略紀の 三重， 采女 * 萬 葉 集の 安積 山， 采 女の 物語の 如き は、 怒 

り 易き 威力 ある まれび と を 慰撫す る 意味の 言語 傳承を 持つ てゐ たと 思 はれる。  . 

侏儒の 藝能 

お ほみ やの ち ひさこと ねり。 玉なら ば、 晝は 手に すゑ、 夜 は 纏き ねむ (神樂 歌譜) . 

舍 &に對 して、 やはり 早くから 侏儒が 召されて ゐる。 必 しも 世界 宮廷 共通の 弄臣 としての 意味 許りでなく、  ^幾分 

の 特殊性が 見られる 樣だ。 其が 後に 先進 國の 宮廷の 風に 合理化した に過ぎないの だら う。 所謂 小舍 人、 或は 小 舍人童 

と稱 せられる 者の 古い 形が それ だ。 普通 侏儒 を ひき ひと 或は ひきう どと 云 ふ 様 だが、 此は 宮廷に 让 へた 場合の 稱號な 

の だ。 小舍 人に 當る ものが、 高低 二種 類に 岐れ て、 其責 族の 子弟の 殊に、 臨時に 门 される こと を 童 殿上と 云った。 小 

さ 子の 侏儒で あ る こと を 早く 忘れ て、 锻承 Q 形の 變 化した のが、 小 子 部， 連螝 贏に 關 した 侏儒の 本緣 だ。 圃內の 蠶を聚 

めさ、 れ たの を聽き 誤って、 嬰 兒を聚 めて、 天皇に 奉った 爲に、 「汝 自ら 養ぶべし」 と 仰せられ たので、 宮墻の 下に 養 

ふこと になった。 それで 小 子 部， 連の 姓 を 賜った、 と傳 へられて ゐる。 此 文の 嬰 兒が、 單 なる 小兒で なく、 侏！！ であつ 

た は 踝 羸に 關 する 他の 傳說 から も說 明が 出来る。 舍 人に 對 して、 小 合 人で あ.^、 北： が 小さ；： 几なる こと を 明らかに 示 

-す爲 に、 小さ 子舍 人と 云った 風が あったら しい。 

五 保 の ?S  ニー 
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の： 1： 樂歌 は、 其 以前の 生活 を 印象して ゐる 他に、 ^様の 意義に 考 へられて ゐ たもの だら う。 恐らく a 節. 淵醉の 

様な 場な 口の 卽興 歌と して 歌 はれた ものと 思 はれる。 此 殿上 童 或は 小舍 人の 起原 は、 もと- M 屋 の精靈 として 老 へられて 

ゐ たの だ。 殿 舍を梭 /、祝 幅す る 場合に、 最 重要な 位置 を • 占める ものと 思 はれる。 此 信仰の 古い もの は、 ii 見.' 細 H の 

家の まれび と久米 部， 小 循の爲 に 遊び 歌 はれた 一 一 皇子の 傳說の 如き ものが、 其 適例 を 示して ゐる" 殊に 其 末 

に、 殊舞 をな すと あるの は、 侏 舞の 通用 或は 誤字で ある。 此 につけた たづ、 まひなる 訓註を 「立ちつ 居つ の 舞」 の義 

に說 いて ゐ るの は 誤解で あらう。 日本 紀 では、 二 小 皇子の 歌舞 を 複雑に 傳 へて ゐる。 此點に 於いて、 小舍 人. 侏儒の 

藝 能の 樣々 な 種目の あった ことが 考 へ られ る" 

侏儒 の sr 原を說 くも のらし い 少亲 名义叩 に 就いても， 其 常世 の國に對する事と共に5^^かねばならぬ部分が多ぃ。 

六 

巫女から 女房へ 

天皇 賜-志 斐 幅， 御 歌 一首  ， 

不 聽跡雖 云、 强流 志斐能 我强語 比者不 聽而、 朕 戀爾家 里  ■ 

志斐 IS 奉. 和歌 一 首 

•t^ 聽雖 謂、 話 禮話禮 常 詔 許 曾、 志斐 伊波 奏。 强話登 詔 (萬 葉 集) 

實の 處、 私の 古い 考へ では、 日 木 文 舉の源 を、 專、 巫女の 託宣に 置いて ゐた。 叉、 其 程、 重要な 位置 を 信仰 上に 占 

めて ゐ たの だ。 けれども、 託宣 は遲 れて發 達して ゐる もので、 文 舉の發 生 時代に 置く 事 は 出来ない。 巫女の 職分で あ 


つた 事の、 男 現の 爲事 となり 代って 行った の も ある だら う。 或は、 巫女 自身が 祌の赛 であると する 信仰から、 神と 1^- 

女と を 混同した 多くの 例が あるから、 巫女の 仕へ る 神の 業 事が 巫女の 爲事 となり、 ^^時に神になる事の出來た男性の 

業 も、 これに 行して 來た迹 は 十分 見られる。 

日本に 於いて は、 巫女の 勢力の 盛んであった 時代が 古く 且つ 長い。 宮廷. 貴挨， 國乇の 家々 に は、 階級 的に 多數の 

巫女が ゐる。 國主， 貴族の 最上級の 巫女が、 宮廷に 召されて.、 更に 其 上に、 幾 段 かの 巫女 を 載いて、 宮廷の 祌 に，^ へ 

る。 宮廷に 於いて は、 原则 として、 王 氏の 1^- 女と、 他 氏の 巫女と が對 立して ゐた。 後 次第に、 他 氏の 巫女が 榮 えて、 

王 氏の 方は衰 へて 來る。 それ は、 神なる 人の 主上に 仕へ る 意味に 於いて、 人間 生活の 上に も 勢力 を 得た ので、 宮廷の 

神に、 專仕 へる のが、 王 氏の 巫女の 爲 事であった。 とりわけ、 當 今の 皇女 は、 平安朝に 至る まで も、 結婚の 形式 を以 

て 嫁す る ことが 出來 なかった の は、 總て 巫女の 資格 を 持って、 生れて 来られる ものと 考 へたから だ。 かう した 高級 ：.^- 

女に 人ら せられる 方々 が、 伊勢-加 茂の 齋宮. 齋院 以外に は、 著しく はなくな つて 來た。 宮廷の 祌に 奉： H する もの は、 

多く 國々 から 召された 者の 爲事 となった。 此 さへ も、 時代に よって 其 階級 觀に 移動が あった。 もと 汎稱 的に、 而も 高 

い 意味に 用 ゐた諸 國の大 巫女なる 采 女が、 後に は 低く 考 へられた。 併し、 もと、 宮廷に は、 最高の 巫女の 外に、 

から 奉られた 巫女、 國々 から 奉られた 巫女が 多かった。 其 中、 神事に たづ さはって ゐる 者よりも、 神なる 入に 接近し 

てゐる 者の 方が、 位置 を 高めて 来た。 卽、 此 意味に おいて、 王 氏の 女よりも、 他 氏の 女の 方が、 後宮に 高い 位置 を 獲 

るに 到った の だ。 更に 低い もので 見れば、 采 女であった 女官の 屮 から、 女房なる 祌事 以外の 奉仕者が 現れて 來、 聖職 

に 與る者 は、 其 下に 置かれる 様になった。 此は、 略、 平安朝 初期に 起った 信仰の 變化 である。 

王 氏の 高級 巫女に 就いては、 種々 な 傳承は あるが、 其中齋 宮に關 する もの は、 倭嫒. '皇女が、 宮地を 覚めて 歩か， た 
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物語が、 同時に 歷 代齋宮 の 群 行の 形式 を 規定して ゐる。 かう した 色々 の 過去の 直 寶と信 ぜられ たもの が、 高級 巫女の 

挽と なった。 さう した 挽 を 感得せ しめ、 聖 なる 人格 を 作らせる 者が あつたの である。 其最 著しく 職業意識 を 生じた も 

のが、 一 つの 部 曲 を 形づくった。 其 存在した 處も あり、 又 其 様式 を 完成せ すに 了った 處も あるら しいが、 所謂 語！？ の 

V 實際 存在した 事 は 疑 はれぬ。 巫女と 男親の 職分が、 交錯して ゐる 場合が 多い の だから、 處 によれば、 男 を 語部の 主體 

と 認めた 處も ある 様 だが、 概して， IST 性が 語部の 本職 を 保ち、 戶主 でもあった。 此が 宮廷 式な ので ある。 

, 咒詞 を傳 承して 暗記 させて ゐる 間に、 其 主君の 皇女 . 皇子た ちに 咒詞の 含む ところの ffnll が 作 川して、 咒詞 の敏の 

力 を 持つ 人と ならしめ る ものと 考 へた。 高級 巫女 或は、 神人 を 作る 爲の傳 承の 爲專 を、 下級の 巫女が もつ 訣 である。 

巫女- si^ 殿-に 限らす、 目上の 人を敎 育す る 力 は、 信仰 上ない ものと 考へ、 喻其傳 承 詞章の 威力 を うつさう としたの 

だ。 意識な しにした 一 百 語敎 育であった。. 第一 に は、 咒詞に 籠る 神の 魂 を 受け取り、 第二に は、 叙事詩と して、 其詞の 

中に 潜んで ゐる 男性 - 女性の 優れた 人の 生活が、 irn 分の 身に のり 移って 來る ものと 考へ、 第三に は、 自ら 知識が 其に 

よって 生す る。 かう いふ 風に、 次第に 敎育的 意義 を 持って 來る訣 である。 其と 共に 宮廷に 仕へ る 諸家. 諸國 出の： 虛 女. 

が、 其 家. 國に傳 へた 咒 法と 咒詞- 敍事詩 を 奏する。 此が 宮廷の 文 舉を發 達させる 原因に なった。 卽、 諸氏の 俾 へる 

所と、 宮廷の 傳へ とがす ベて 關聯 して 來る訣 だ。 采女 以外に も、 臨時に 召された 巫女 は、 平安朝まで も殘 つて ゐた。 

中臣女 * 物 部 女な どが、 其 だ。』 更に 宮廷の 所在地で ある 大和から 出る 巫女 は、 大 巫と 言 はれて ゐる。 此等 もや はり、 

宮廷の 傳,^ を 育てる 爲事 をした、 と 思 はれる。 專鬥 的な 名稱 としての 語部で はない が、 此 等の 巫女の 職分が 同様の 事 

であった の は 察せられる。 其う ち最、 語部と しての 爲 事に 與 つたの は、 -猿女 氏で ある。 猿 女 氏の 祖 神と 信じられて ゐ 

る 天， 細 女， 命に 關聯 した 物語 は、 卽、 猿 女が 傳へ たものと 言 ふこと が 出来る。 祌代卷 に 於け る 事件のう ち、 毫も、 铜 


女 命に 關係 のない ところ を 除いても、 尙、 宮廷 傳 承の 大部分 は 猿 女 氏の 傅への 與 つて 居る 事が ぶ.' へられる" 猿 女 氏の 

傳 承が どうして 保存せられ たかと 言 ふ に 、 其鎭魂 ！ 鈿 女.' 命以來 とい ふ i  び に 鎮魂 歌に 關聯 して、 物語 が 傳承 せ 

られて 居た ためで ある。 唯、 猿 女 氏に 限らす 語部の 後の 姿 は、 威力 ある 鎭魂 歌に 就いて、 其 本緣を 語る ところの 叙事 

詩 を 諷誦した 事で ある。 だが、 此は 逆に 考 へて、 語部 其 物 及び 宮廷 其 他の 傣禮 が衰 へた 爲に、 かう した 事に なった の 

で、 もとは、 語部が 叙事詩 を 語り、 其 一部分と して 歌が 生じた ものと 思 ふ 方が 順 道ら しい。 

. 高級 巫女で ある i 同時に、 姬神 となる 資格 を窗 しめる 様な 敎 育の 役 をす るの が、 後代の 女房と なった の だ。 だから 

語部に は、 男と 女と 兩 方あった らしい〕 先輩 も、 亦 私 も、 語部 は 女ば かりだと 考 へて ゐ たの は、 多少の 訂正 を 要する 

古代の 邑落 生活様式の、 宮廷に 歸ー せられて 來 るの は、 普通 だが、 必 しも すべてが 同じ だと は 言へ ない。 やはり、 ^ 

別の 姿 を 保存して ゐた。 だが、 大體に 於いて、 さう した 爲 事が、 女の ものであった こと は爭 へない. - 

語部の 語原に 關聯 して、 かたると うた ふとの 區刖を 唯一 口 申したい。 うた ふ は 抒情詩、 かたる は 叙 亊詩を 諷誦す る 

ことであった U かたるの 再 活用 かたら ふの 用語 例が、 その 暗示 を與 へて 居る と 思 ふ。 かたら ふ は 言 一語に よって、 感染 

させて、 同一 の 感情 を 抱かせる と 云 ふこと である。 で、 私 はかた る ，かたりが、 古代人の 信仰に 於いて、 魂の 風化 を 

意味し てゐ るの だと 思 ふ。 

簡單に まう 一 度、 前に. 述べた 事 をく り 返す が、 言靈 は、 一 語々 々に 精靈が 潜んで ゐる こと だとす る 人が 多い。 だが 

此は誤 解 だ。 ことばと こと とが 對 立して ゐる 如く、 やはり、 「，！リと. ことばと では 違 ふ。 ことと 云 ふこと は、 一つ 

の ある 連繽 した 唱へ 言 * 咒 詞 竝 び， に 咒詞 系統の 叙事詩と 云 ふこと だ。 かたると 對照 的に なって ねる 方面の あると な ふ 

,ノ ク.. 

とい ふ咒 詞に關 した S 語 も、 實は拘 へる 義だ。 言靈は 咒詞の 中に 潜んで ゐ る精靈 の、 咒詞の へられる 事に よって、 
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EI を覺 まして 活動す る ものである。 咒詞 が斷片 化した 護に も、 叉 叙事詩の 一部分なる 「歌」 にも、 一 ー>ーロ 靈がは 人 C てゐ 

ると 信じた ので ある。 つまり、 完結した 意味 を もった 文章で なければ、 一 一一 KI 靈は ない ことになる， - 

紗く とも 口 本人と 一 つ 系統から 分岐した 沖繩人 は、 國 王に 物を敎 へたかった" 此が、 日 木と 沖繩と 運命の 岐 れて來 

た 理由 だ。 從 つて、 沖繩に は、 優れて 立派な 國王も 居り、 また 暗愚な 國王も 出た 訣だ。 此は、 日 木紀の 記述な どに も、 

怖し い 暗示が ある。 日本で は、 主上に 敎育 申し上げる 事 は 出来ない が、 主上 は 詞を覺 え 或は、 聽 かなけれ ばなら なか 

つた。 其に よって 敎 育され ると 同 じく、 中-上に 他の 魂、 敎育 的な まな あ (外來 魂) が 憑いた" 飛鳥 朝の 末 頃から、 儒 

舉 による 帝王. 王 氏の 敎育は 始まった と言うて よい。 其國 語の 詞章に ついて 行 はれた の は、 平安朝に はじまる と 言つ 

てよ い 此 二つの 敎 育法が、 源/順の 倭 名抄、 源 ノ爲憲 の n 遊と 云 ふ 様な 種類の もの を 生じた わけ だ。 同時に 女の 方 を 

見ても、 淸少納 一一 m の 枕 草子な ど は、 偶然 一 つ だけ 出來 たので はなく、 同種の ものが 澤 山あった の だ。 覺 えなければ な 

ら ない 語 を —— 此 頃になる と、 歌. 護 以外に も、 單語 など を 含む 様になった —— 授ける 事に 努めた。 物語 を讀 んで聽 

かせる こと も、 手 習 ひさせる 事 も、 皆 さう した 敎 育法 なの だ。 詞を 書いて 其を讀 ませ、 繪解 きをす る こと も、 同じ 理 

由から 出て 擴 つて 來 たもの、 と考 へて よい。 此處 では 便宜上、 平安朝から 溯って 云うて 見たい。 

一番 氣を. ひく 事 は、 雞 波津. 安積 山の 歌な どが、 手 習 ひに 使 はれた 上に、 現に 會根 好忠 などの 集に は、 其が 更に 展 

開して ゐる。 ー體 習 ひとい ふと、 左右の 手を考 へる が、 此 「て」 に は、. 一種の 意味が あるの だら う。 われく は 書 

法の 手を考 へる が、 音 樂 • 舞踊の 方で も 手と 云 ふ 語 を 成 i んに用 ゐてゐ る。 つまり、 一種の 魂に 關 係の ある 語で、 魂が 

, 身 ぉ寓 ると、 其に よって 身體の 一 部分の 働き 出す ことが、 「て」 であり、 其 現れる 部分 を 手と 考へ たらしい。 さ-つして、 

其 を 完成す る爲 に、 習熟す る ことが、 な— らふな の だ。 手 を 習 ふと 同時に、 讀 むの を 聽き、 自分 も讀 む。 此三 方面から 


/ 


自分の 魂 を 風化 ャる 事に 勉 めた。 宮廷の 女房た ち は、 采 女の 屮實 際の 神事から 遠の いて、 神、 に 人ら せられる 主上 竝 

びに 其 外の 方々 の 後見 をした 者が 多い の だ。 此 等の 人々 の爲 事が、 平安朝の 文學を 育てる 原動力と なった の だ" 所謂 

王 氏. 贵 埃の 人と して、 知らなければ ならない 事柄 を敎 へる ところに 目的が ある。 これ を 昔風に 云へば、 さう 云 ふ 知 

識を 持つ 事に よって、 其 人の 位置 を 保ち、 實 カを發 揮す ると 考 へて ゐ たの だ。 だから、 平安朝に なっても、 國々 に俾 

ってゐた風.俗1|  >?!|^^-は、 其 系統の 成句 を 教育の 主題に して ゐた。 此 等の 女性 は、 外に まだいろ くな 爲審 をして ゐ 

る。 後^まで 關 係の ある 事で 云へば、 日記 を 書き、 其 中に 歌-物語 を も 記しつ けた。 尙 古くから 引き 繼 いだ 爲^ で、 

此 期に 殘 つた もの は、 其 等の 女性 は 主上の 御 詞を其 儘記錄 して、 半 公式に 發 布して ゐる享 だ。 此は、 古代に 於け る宮 

廷の 女官の 職分 を 明らかに 示して ゐる ことで ある。 此點 から 見れば、 主上 竝 びに 大 貴族に は、 その 成長 後 も尙、 

の 資格から 出て、 後世の 所謂 女房に なって 行く ものが 附 いて ゐて、 詞を傳 達卽、 み II こと もちした の だ。 女性の：！ 及び 

手 を經て 宮廷の 宜 命の 類が 發 布せられ たのが、 古風に 違 ひない。 其が 段々 變 化して、 太 政官其 他の 手を經 るの が 公式 

だ、 と考 へられて 來た。 而も 其 上に、 一番 簡單な 占い 形まで が、 後まで 淺 つて ゐ たので ある。 

ー體、 咒詞の 數は元 極めて 少なかった と 云 ふ 事 は 述べた が、 ぼの 進む につれ、 特殊な 事情が 恆 例の 儀式の 卜； にも 起 

つて 來 るし、 まして 臨時に は、 いろんな 事が 起って 來る。 かう して、 咒詞が 次第に 增 して 行く。 其 を 主上が 御 出しに 

なる 場合に、 みこと もつ 役 は、 第一義と して は 女であった。 後に は 様式 變 化して、 文字で 筆記す る 事に なって 來、 ：史 

に 主上の 皆 を 受けて、 文章まで も 女房が 作る 様になって 來る" かうな つて 來る 徑路に は、 常にお なじ？^ のく り 返し を 

して ゐた 時代の 連 續を考 へねば ならない。 唯、 外に S しての たきな みこと を 持つ 者 は、 ^でなければ ならなかった の 

だ。 だが、 其 外に 神代 以來の 儀式 だと 云ふ考 へから、 どうしても 主上 御躬ら 仰せられ ねばならぬ 詞が ある。 此方 は、 
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簡單 になって 來る。 此點 から 見る と、 此 章の 初めに 援用した 女帝と 志斐躯 との かけあ ひの 歌 も、 さう した 女の、 幼少 

から 御成 人後までお つきして ゐた事 を 示す 様で ある。 語部 自身の 詞章のう ちに、 咒詞も 歌 も 諺 も 籠って ゐた 事が 考へ 

られ る。 譬 へば、 出 雲 風土記に ある 語/ 臣 猪麻呂 が、 自分の 娘 を 鰐に 獲られた 事に 就いて 、天神に 祈った 事件 を 見れば、 

疑 ひもな く、 此は、 出 雲の 語， 臣の 間に 傅って ゐた 一 種の 咒詞 が、 段々 叙事詩 化して 来る 徑路 に出來 たもの だ、 と 見る 

ことが 出来る。 唯、 言 ひ 添へ て 置かねば ならぬ 事 は、 宮廷の 組織 は、 舊 日本の 多くの 邑落の 儀 鱧と 大分 特殊な 處がぁ 

る。 宫廷の 習俗 を 以て、 舊 日本 全 體と考 へる とい ふの は、 無理で ある。 一例 を 舉げれ ば、 宮廷 以外で は、 才の =f ^は、 

多く 人形で あるのに、 宮廷で は、 人 問 を 用 ゐてゐ る。 と 同時に、 語部の 如き も、 前に 述べた 様に 女性 を 主と する の は、 

宮廷が 最甚 しい ものと 見える ので ある。 

語部の 傳 へて ゐ た咒詞 系統の 文舉 は、 主上 其 他に 段々 傳 へられて 來る。 其 間に 次第に 歷 史的 內容を 持って 來、 過去 

の事實 だと 云 ふ 反省 を 交へ て來 る。 すると 其處 に、 時 問 的の 錯誤が 起って 來る。 過去の 事 だと 知り 乍ら、 現在の 事 だ 

と 感じる 矛盾が、 日本 文 舉に澤 山 ある 3 其 ほど 時代錯誤 を 平然と 認容して ゐる のが、 日本 文擧 だ。 それと 同時に、 日 

木の 文舉の 特徴 —— 誇るべき 特徵 ではない が —— 歷 史的に 意義 ある もの は、 地理 錯誤で ある。 此亦、 盛んに 行 はれて 

ゐる。 宮廷で 唱 へられた 咒詞 を、 みこと もちが 地方へ みこと もって 行っても、 同じ 效果が 生す る 故に、 其 土地が 初め 

て 宣下 せられた 地と 感じられる。 さう した 錯誤の 第一義 的な の は、 日の 御子の みこと もたれた 詞章に： K つて、 天上- 

地上 一 つと 信仰した 所から 起る- 地上の 事物に、 天， 天つ . 天の など 言 ふ 修飾 を 加へ たのが、 其 だ。 日本 古代の 文擧 

を 見る に は、 みこと もちの 思想 及び， t-Gir びに 地 i 理の 超越、. この 三つの 點を考 へる 事が、 大切で ある： , 

扨、 古代に 溯る ほど、 主上 は 咒詞其 他の 傳承 古辭 を喑識 して 居なければ ならなかった。 主上が 神人で あると 共に、 


祌 である 爲だ。 此 主上の 仰せられる こと 拉 びに、 其 をみ-一 ともつ 傳宣 者の 詞の 長かった ハが、 逆にな つて、 其 を 受け 

る 側、 卽、 奏上 者 或は 服從 者の 詞の 方が 延長 せられて 来る。 其 理由 は、 服從 者の 詞の 中に、 主上の 詞章 を 含んで 繰り 

返す 形になる からだ。 其と 同時に、 服從者 自身の 祖 iy、 更に 近代的に 言ひ換 へれば、 自分 達の 職業の 祖先が、 宮廷に 

奉仕し 始めた 歷史を 長々 と 語る 様になる ので ある j 此が、 家々 に 次第に 發 達して 来る。 さう して、 骸禮の 度 毎に、 特 

に 輪番で 其 を 繰り返す ことになる。 此點 から 見ても、 咒 詞の歷 史が考 へられる" 主上の 宣下 せられる 詞 より は、 臣下 

が 奏上す る詞の 方が、 量に 於いて 有 勢に なって 來る。 我々 の 知る 事の 出來 る^りに 於いて、 延喜式 祝詞な ど は、 形 は 

宣下 式 を もって ゐる ものが あるに も拘ら す、 全體 として 奏上 式な 要素 を 含んで ゐ るの は、 此結 ra^ だ。 尙此 等の 事に 就 

いて は、 最後の 章に 述べる ことにす るが、 此處 では 巫. 女の 事に 就いて 簡單に 結末 をつ けて 置く。 

14 一女 は、 謂 は みこと かちで あるよりも、 先に、 みこと を絕 さない 役 をして ゐた者 だ、 と 一 w ふこと が 出来る。 つま 

り、 宮廷 以外の 邑落に 於いて は、 男の 場合に 刀. マ勵 と 言って ゐる。 其に 對 して、 宮廷で は ひめと ねと 稱 して ゐた。 命婦 

に當る もので あらう。 其が 後 # になる ほど、 おとなと 云 ふ 語で 表されて 來る 様になる。 

七 

上達部の 意義 
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故 殿の まん s の 頃、 六月 三十 曰の 御 fjg へと いふ 事に、 いで させ 給 ふべき を、 職の 御曹司 は、 方 あしと て 官 のつ 力 さの W 所 

^き-い JJ^ や.^。 …… ^1ぃ，^ハ、 一 ゆわぎ れい ぞ、 すごした る 人々 皆 立ち まじりて、 右近の 陣へ 物见に 出で 來て、 たは ぶれさ わ 

ぎ 笑 ふ も あめり し を、 かう はせ ぬ ことなり。 上 i 部の つき (着座) 給 ひしな どに、 女房 どもの ほり、 じ やう 官 などの ゐる 障子 
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を 皆う ちと ほし そこな ひたりな ど、 苦しがろ も あれ ど、 き、 も いれず (枕 草子) 

前に 述べた 通り、 上達部なる 語 も 亦、 平安朝に 残留して ゐ たもので、 これ を 以て、 奈良朝 以前の 様子 を 窺 ふこと が 

出来る 語な の だ。 「かむ だち」 は 言 ふまで もた く、 神 館で、 字に 書けば、 が當 つて ゐる。 普通の 用例 を 以て 見れば、 

疼 は 祭りに 與る 人の 籠る 處で、 民間で 云へば、 頭 屋に當 る。 祌 となる 人達の 籠って、 精進すべき 處を云 ふの だ。 平安 

朝に 於いて、 かんだちめ， と 云 ふ 語 は、 上達部と 云った 字に 宛てた r けの 聯想 は 持って ゐ たに 遠 ひない が、 古 に 於い 

て は、 祭 時の 宮廷 を It と 見て、 其處に 詰めて 居る 人々 だから、 上達部と 云った ので ある〕 共 程 宮廷 は、 年中 儀 禮が多 

かった の だ。 後に は、 上達部の 內 容が變 つて 來 るが、 まづ われく の考 へで は、 上達部が 三位 以上の 公卿 を 指す、 と 

云 ふ 様な 制限が あつたの ではなく、 もっと 廣ぃ 範圍を さした もので、 其 上に、 更に、 所謂お み  1 と稱 する ものが あった。 

此に對 照 的な ものに、 をみ があった。 お 1,^ は大忌 (人) で、 主上が 神と たられ、 同時に 饗應 役と なられる のに 對 して、 

其 爲事を 補佐す る 位置に 立つ 爲に、 禁欲 生活 をして、 宮廷に 籠って ゐる。 小 忌 (人) の 方 は、 ぢ かに 神事の 細部に 與る 

人々 で、 最 物忌みの 嚴 重な ものであった。 おみ は 所謂 臣 であるが、 此は 宮廷に 於 かせられても、 或る 點 まで 其 權威を 

認められた 人々 である。 古代の 文舉. 歷 史を考 へる のに、 唯今の 樣な狀 態に 臣を考 へて ゐ たので はいけ ない，、 此臣 は、 

夭 子 を 補佐す ると 共に、 若い 日の 御子の 育ての親 となる 資格 を 持って ゐる。 其爲 に、 臣 たちの 間に、 勢力 爭 ひが 起る 

ので、 其汎稱 として は、 臣 であるが、 骨と して は、 連で あり、 宿禰 * 朝臣で も あるの だ。 

此 「おみ」 たちの 家に 傳 はる 古傳の 文舉が ある。 其が 卽、 壽 詞と稱 する もの だ。 後世まで 考 へられた 意味で は、 主 

. ^に對 して、 服從を 新に 誓 ひ、 其 生命： IK びに 富を壽 する ものと 考 へられて ゐた。 唯、 語原に 就いては 多少 不審 は ある 

が、 さう した もの を傳 へて、 家々 では 天つ 祝詞と 稱 した。 齋 部が、 無 反お ながら、 天 つ 祝詞と 度々 稱 へたの は、 さう 


昏ふ處 から 出た の だ。 天つ 祝詞 は、 主上 を 自家の 養 ひ 君と して 仕へ 奉る 時に 稱 へる のが 第一義で、 其が 變 化して、 食 

物を獻 り、 酒 を 薦めて、 健康 を增 進させる 爲に云 ふ 古傳の 語と 云った 意味 を 第二義と して ゐる。 卽 共に、 天つ 神の 壽 

詞と稱 して ゐる。 其 外に、 幾 種類 かの 壽詞を 持って ゐて、 此と IeM 別 を 立てく 居た に 違 ひない。 唯、 寧 者に よって は、 

對照 的に、 國っ 神の 壽詞の 存在 を說 いて ゐる けれども、 其 を 信すべき 根據を 見ない。 

時に さう した 壽詞 が、 主上の 系譜 を 表す 事が あったら しい.。 つまり、 特殊. な關 係の ある 臣の 家柄と、 王 氏との 系圖 

の 交錯 を 述べた 一種の 語り ごとで ある〕 卽、 此 が咒詞 類の 中の 一 つの 分科 をな す もの だ。 . ^論、 宮廷に も、 かう した 

口頭 傳 承の 系 圖 のあった 事は 信ぜられ るが、 記 .紀 • 繽紀 から 推測す ると、 臣 F の 系譜が 宮廷の 系譜 を 整頓す る a 礎 

になった 傾きが ある 様に 思 はれる。 譬 へば、 出 雲 人の 系 譜、 又 御大 葬の 際に 稱 へた 臣 たちの 諫詞 11 これ は 系譜 及び 

壽 詞の樣 である ——— から 推しても、 さう した 事が 考 へられる。 つまり、 宮廷 自身に あった 事が、 臣下に 移り、 ほ 下に 

於いて 榮 えて、 更に 宮廷に 房る と 云 ふ、 古代 信仰の 常 式 をと つたので ある。 われ/ \ の國 の古傳 承に よって、 編 募 さ 

れ た歷史 * 記 錄の類 は、 主として 此 壽詞拉 びに 壽詞 によって 組織 せられた 募 記から 出 來てゐ ると 思 はれる。 尙 平たく 

fB へば、 壽詞は 宮廷に 對 する 奉仕の 本 緣を說 くもの、 卽、 天 つ 神の 壽詞. 口誦 系圖 から 成って ゐ ると 云 ふ 事が 出来る 

尙ー つ 閑却 出来な いのは、 此臣 たち は 同時に 部 曲の 頭で、 伴 部の 宰 である こと だ。 さすれば、 部下に 對し ては宜 詞 

—— 宮廷に 對 しての 壽詞 なる —— を宣 する 權能を 持って ゐた。 さう した 部分が、 一 等 早く 亡びて 殘ら なくなつ たもの 

と 思 ふ。 唯、 所謂 系圖に 於いて、 其が 仄かに 認められる だけで ある C と共に、 宮廷の みこと を 部下に 持つ 場合 を考へ 

る， -」、 勿論 壽詞 ではない。 と 云って 唯の 詔詞 でもない。 宮廷から は 自らお 受けして、 其 を 部下に 傅へ るの だから、 特 

^た 形 を 採らなければ ならない〕 此が 所謂 鎭護詞 である。 其 意味に 於いて、 延喜 式の 祝詞 は 誤解 を 重ねて、 毒 詞と稱 
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しながら、 鎭護詞 の 形 をと り、 更に 祝詞の 中に こめられて ゐる。 結局 古代から 近代への 過渡 時代に、 祝詞 を錯亂 せし 

めた もの は、 此 鎭護詞 であり、 呲 部分が 益榮 えて 行った ものと 言へ る。 

八 

宮廷 祝詞の 槪 念 

ィ， 匕  力 C リゴト カム ホキ ョ ゴ.^  ツキ テ  ィ ゴト  力-， ャ *-„■ ョ ゴ- 

(一 〕 …… 伊波 比 乃 返事 能 神賀. '吉詞 … 次の ま、 に、 供齋 つか へまつ りて …… 天つつ ぎての 神贤ノ 吉詞ま をした ま はくと ま をす。 

(出 雲 國造神 賀詞) 

(一 一，) …； 夕ョ より 朝日 照る まで、 天 都 詔 刀 之 太 詔 刀 言 を もちて 宣れ。 ：… 皇神 たち も、 千秋 五 百 秋の 相嘗 に、 相 うづの ひまつり、 

かき はに、 とき はに、 齋奉 5 ほ ：：. { -中臣 壽詞) 

(三) 皇御 孫の 命の 天の 御蔭 - 曰の 御蔭と つくりつ かへ まつれる 瑞の みあら か を、 汝屋 船， 命に 天津 ナ fgrapiri^ll を もちて、 m 

壽鎭め 申さく …… (大殿 祭 祝詞) 

祝詞の！^ S 原 は、 半ば 知れて、 半ば 訣ら ないで ゐる。 其爲 に、 リに 就いては、 種々 の 説が ある。 けれども、 すべて 近 

代の 言語 情調に よった 合理 解に 過ぎない。 所 謂 r 天つ 祝詞の 太の りと 言」 と 云 ふ 語 を、 最本 格式な 語と して 追窮 して 

行き度い。 は、 古代 信仰に 於け る 儀禮の 様式 或は、 其 設備 を 意味す る 語で、 結局 は と 云 ふ 事になる らしい U 卽、 

天つ 祝詞 は、 神 i*! な 天上界と 同じ 詔 詞を發 する 聖 一座の 義だ。 其 場所 を 更に 讚美した 語が、 I 太 ゆりと だ.. 其處に 於いて 

宣下 せられる 主上の 御言 葉が、 太の りと 言で ある。 だから、 —の— りい」， YT^ はの り I となる 語の 原形で、 y に 一一 i の 聯想が 加 

はった 爲に、 のりと 一一 目の 言 を 略す るに 至った ものと 思 ふ。 だから、 祝詞 自身、 天子 及び 天つ 神の 所屬 である こと は 明 


らか だ。 所謂の りと 一 k を 略した 祝詞が 宜 せられる 場合 は、 天下 初春と なり、 同時に 天地の 太初に 還る の だ。 而も、 此 

祝詞の 数が 次第に 殖えて 來 るに つれて、 毒詞 * 鎖 護詞の 混亂が 盛んになる。 だから、 延喜 式に 於いて、 か-つした 所屬 

の 別々 な もの を、 一様に 祝詞と して ゐ るの も 無理 はない が、 同時に 祝詞 其 物の 歷史 から 言へば、 非常に 新しい ものと 

云 はねば ならない。 

扨、 かう した 祝詞が、 次第に 其 一部 を唱 へる ことにな り、 其が、 全 體を唱 へる のと 同一 の 效果を 持つ もの、 と 見做 

され 出して 來た。 中臣 被の、 長く も 短く も 用 ゐられ る 様な もの だり 其 は 毒 詞に 於いて は ：1 を 生じ、 叙事詩に 於いて は 

歌 を 生じて 來 たのと、 ；！： じ 理由で ある。  . 

諺 及び 歌  . 

(一) 俗諺 曰、 筑波峰 之會、 不レ 得- Is, 財， 者、 兒女 不，^ 爲矣。 (常 陸 風土記) 

二  カ午テ n  口で Ir?- ヅチ/ ,/  二 

(一 一) 風俗 諺 曰、 筑波岳 黑雲挂 衣 袖 漬國是 也。 (同じく) 

齋 部 祝詞 竝 びに、 • 稀に、 中臣 祝詞に 於いて、 天つ 祝詞と 稱 する もの は、 祝詞 を 口 謹す る に、 掉 入せられ て來 たも 

ので ある。 北ハ 部分に か、 る 時には、 一種の 咒術を 行 ふこと になって ゐ たもの らしい U だから、 非常に 神 祕な結 * を^ 

す詞 として、 人に：^ らす ことが 禁じられて 居た。 本道の 意味に 於いて は、 天つ 祝詞で はなく、 所謂 護と 稱 すべき もの 

であらう と 思 ふ。 其が 後に は、 祝詞 を稱 へなくても、 共 部分 を n 誦する 事に よって、 祝詞 全體の 效果を 持ち 來す もの、 

と考 へられる 樣 になった。 此 諺が、 次第に 意味の 全く 不明な 咒術 的な ものと、 社會 知識 的な ものと に岐 れて來 る。 そ 
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して、 後者 は、 敎訓 的な 意義 を 持って 來 るが、 此は必 しも 新しい 事で はない。 而も、 さう した 諺 自身が 旣に、 叙事詩 

の 影響 を 受けて ゐる。 言 ひ換 へれば、 其發 生した 咒詞 時代 を 過ぎて、 叙事詩 時代に 入っても、 尙 新しく 出來る ものが 

あって、 叙事詩の 影響 を 受けた からだと 云って よい 程、 歷 史的の 内容 を 伴うて ゐる。 或は、 更に 古く 脫 落して ゐたも 

のに、 叙^詩 的な 背景 を附 加して 來た 部分 も ある 様 だ。 最 異風な 諺 を 擧げて 見れば、 地名. 人名に 絡んだ 枕詞の 古 形 

をな す ものが 其で、 昔は國 讚美. 人 讚美が、 咒詞 の精髓 であった 事 を 示して ゐる" 一方、 さう した 諺から、 所謂 謎が 

生れて 来る。 日本 文舉に 於いて、 割合に かへ り みられて ゐな いのは、 古代に 於け る 謎の 類 だ。 此は、 大方の 爲に、 ？ E 

題 を 提供して 置きたい。 

議の樣 式 は、 大體に 偶 數句を 以て 中ぃ 來 たもので、 此 から 言 はう とする 歌と、 大體に 逮ふ點 は、 問答 iP 和風で ない こ 

とで ある。 さう して、 歌 はキ： として、 奇數 句に 倾 くこと だ。 

此 小さな 論文 を 以て、 私の 師匠 柳 田國男 先生の 同時に、 同じ 叢刊の 中に 發 表せられる 論文に 接 綾 させようと 試みた 

ので あるが、 其 結び 玉になる べき 歌の 事 をお 話す る 前に、 もう 餘， H が 無くなった。 其で、 此處に は 極めて 槪念 的に 書 

き 添 へ てお くこと に 止めたい。 

諺の 場合と 同じく、 歌 は、 咒詞 から 變 化した 叙事詩の、 最 緊密な 部分と 目せられ る 部分で、 恐らく、 古い 敍 詩に 

含まれて 居なかった ものが、 次第に 挿 人せられ て來 たの だら うと 思 ふ。 俾 承の 都合から して、 問答 唱和の 形を殘 して 

居らない もの も 多い が、 實は、 さう した 形 を 採らねば ならなかった ので ある。 併し、 根本的に は、 護の 形式の 叙事詩 

の 中で 發 達した ものが、 歌で ある。 而も さう した 要素 は、 旣に 咒詞の 中に も 見えて ゐた。 所謂 天つ 祝詞の 部分に 於い 

て、 發唱 者と 被唱 者との 間に 問答が 行 はれた 事 は、 祝詞に 於け る 所謂、 返し 祝詞 或は 覆奏の 存在に よって 知る 事が 出 


來る。 延喜 式の 祝詞で 見ても、 所謂 稱唯 (ヲ 、トト ナフ) の 部分 は、 やはり 此形 である。 かう して 發 生した ものが、 

咒詞の 叙事詩 化して 行く 道筋に、 次第に 勢 を 得、 分化して 來る" だから、 歌 をうた ふ 事に、 叙事詩 及び 咒詞 を唱 へる 

のと、 同じ 效菜 を豫 期す る 事が 出來 たの だ。 其に 不安 を 感じる 場合に は、 其 歌の 屬 して ゐた敍 事 詩 を 口誦 すれば、 的 

確に 效果 の擧 る.^ のと 思うた こと、 早く 說 いたと ほりで ある。 かう した かけ 合 ひ を 以て 出發 した 歌が、 かけ 合 ひに 進 

むと 问 時に、 一 人の 的發 想、 卽、 組 歌 形式 を も 採って 行く 様になる" 併し、 歌の 獨立 する 徑路に 就いて、 一 面の 

原因で は あるが、 最適 切な もの を 擧げる 事が 出来る。 巫 殿の 神懸りに よってす る 舞踊 は、 咒詞 或は 叙事詩 を唱 へて ゐ 

る 間に、 舞 人 自ら 其 主たる 神 或は 人と なって 歌ひ屮 Z す。 卽、 一種の 詠の 形 をと る 事に よって、 發 達して 來る。 此は、 

歌の 發 生の 一部の 原因で あるが、 主として は、 歌が 出来て 後、 獨 立した 歌の 製作に，！^.^ 動機 を、 促す 理由に なって ゐ 

る樣 である。 

◊ 

B 木文舉 は、 少なくとも；？ # の 巾して ゐる 時代に は、 文畢 ではなかった。 例外な く宗敎 上の 儀禮 であった。 m ハ 人の 訶 

を 傅 承す ると 云 ふ 意義に 於いて、 或 期間 持繽 せられ、 其 間に 固定し 脫 落し、 變化 改造が 加って 来た" 其 上に、 歴史 意 

識が 加って、 敍事 詩が 出来、 其斷片 化した ものが 諺 及び 歌に なり、 更に 歌の 方面に、 非常な 發達を 遂げる ことにな つ 

た。 結局 最初の 文學 は、 律文であった。 けれども 今日の 感覺を 通して 感じる 時 は、 最初 は、 寧、 散文に 近いと 思 はれ 

る咒詞 があった。 其が、 叙事詩に なって、 純粹な 律文と 稱 すべき ものに なった。 咒詞の 中に 祝詞 • 溝 詞， 鎖 護 詞の區 
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別が あり、 更に 祝詞に 對 して は、 原形に 近い 宜 命が、 尉 立す る 様になった。 令誚ふ 所の 祝詞より は、 寧、 -wi^ らしい 

要^ は、 宜 命に 多く 含まれて ゐる。 

歌に 於いて は、 掛け合 ひの 形から 出發 して 小 長歌に なり、 其 は 二部に 岐れ ると ころの 小 長歌の 形から、 全然 變化を 

m: ねて 行く。 我々 が、 最初の 觀 察の 對 象に S くのに 便宜な 形 は、 片哥 及び 旋頭 歌で あるが、 此が 直に 日本の 歌の 原形 

だ、 と 云 ふ 事 は出來 ない。 

われ/ \ の文學 は、 此！： 卜-以前から あつたの だから、 原始と 云 ふ 語 を m ゐ るの は、 絕對に 避けなければ ならない。 

長歌が 次第に 長くな り、 これに 創作 意識が 加って 來る と共に、 一方 聲樂 上の 欲求から、 長歌の 中に 短歌が 胚胎せられ 

て來 る。 其 短歌 成立の 動機 は、 同時に 片 哥の屮 にも、 催されて ゐた事 だ。 此最 新しく、 而も 近代に 至る まで、 わが 

族の 生活に 最 叶って ゐる樣 に 見えた 短歌が、 明らかに 形式 を竟識 せられて 來 たの は、 飛鳥 末から、 藤 原へ かけての こ 

とらし い。 

猛の 論文に 於いて、 いま 少し 力を入れたかった 部分 は、 文舉 と、 其を傳 承し、 製作す る 階級との 問題、 文學 意識- 丄 51 

びに 鑑賞 力の 啓發 せられて 行く 過程であった。 だが、 今 は 其 だ：^ の ゆとりがない のです。 (完) 
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